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原子力発電と火力発電は湯沸し装置



核分裂したウランの量

JCO事故 1mg

広島原爆 800g

100万kWの原発 1トン
（1年間）
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原子力推進派が取った対策①

電力会社を

破局的事故から
免責した
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Price–Anderson 法

原子力損害賠償法

（ＵＳＡ）

（日本）

原発大事故時の賠償限度額
Price–Anderson法では、国は賠償に関与せず、電気
事業者が負う賠償額がすべてとなる。

日本の原賠法では、電気事業者は無限責任を負うと

定められており、賠償限度額を超えた分は、国が国

会の議決を経て援助することとされている。



異常に巨大な天災地変
又は社会的動乱災

はじめから免責
つまり、東海地震が起きて
浜岡原発が破局的事故を
起こしたとしても
中部電力は責任を問われない



原子力推進派が取った対策②

原発を都会には
作らないことにした



原子炉立地審査指針

１． 原子炉の周囲は、原子炉からある距
離の範囲内は非居住区域であること。

２． 原子炉からある距離の範囲内で
あって、非居住区域の外側の地帯は、
低人口地帯であること。

３． 原子炉敷地は、人口密集地帯から
ある距離だけ離れていること。
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チェルノブイリ事故
1キュリー/km2以上の汚染地

日本の法令に従えば、放射線管理区域に指定
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核種 半減期[日] Bq/m3 μSv/h

I-131 8.04 845 11.2 

I-132 3.25 673 0.2 

I-133 0.87 94 0.2 

Te-132 3.25 861 3.1 

Cs-134 752.415 114 1.3 

Cs-136 13 23 0.1 

Cs-137 11023 133 1.1 

17.1 



内部被曝の重要性

試料採取時の外部線量は
２マイクロシーベルト／時

内部被曝線量は、１７.１マイクロ
シーベルト、さらにその数倍、
つまり外部被曝線量の10倍になる



容認できる？



被曝のリスク

10人・シーベルト当たり
のがん死数

LNT
モデル

補正（悪）後の
値

ICRP 1 0.5
BEIR 2 1
Gofman 4 ×



放射線ガン死の年齢依存性
１万人・Sv当りのガン死数（白血病は除く）

J.W.Gofman, Radiation and Human Health

３０歳

全年齢平均
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10人・シーベルト当たりの
がん死者

平均的
な人

子ども

推進派 1 ４

Gofman 4 １６



基準と予測されるガン死の危険

基準 被害

平
常
時

一般の人々 1mSv/y 2500人に1
人

放射線業務従事者 20mSv/y 125人に1人

緊
急
時

福島事故
（労働者）

250mSv/1
回

10人に1人

避難指示
（子どもを含む)

20mSv/y 25人に1人

原子力推進派の危険度を使うなら、被害は４分の１になる。



一人ひとりが決めること

自分に加えられる危害を容認で
きるか、あるいは、罪のない人々
に謂われのない危害を加えること
を見過ごすかは、誰かに決めて
もらうのではなく、一人ひとりが決
めるべきこと。



田尻宗昭
公害Ｇメンとなって、公害たれ流しの工場
を摘発するだけでなく、住民運動にも積
極的に関わってこられた田尻さん

社会を変えていくのは数ではない

一人です 、二人です、三人です



終わります。
ありがとうございました。
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発電設備容量と最大需要電力量の推移

最大電力使用量は電気事業に関するもののみ。
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自家発の中には、細かくて見え
にくいが水力、火力、自然エネル
ギーなどがある。



従来の原子力産業の支配関係

General Electric
GE

Ｗｅｓｔｉｎｇhouse
ＷＨ

加圧水型原子炉
ＰＷＲ

沸騰水型原子炉
ＢＷＲ

三菱 東芝 日立
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欧州加圧水型
原子炉ＥＰＲ

三菱東芝



細胞分裂による複製

大切な遺伝情報の複製と伝達



二重らせん構造
全長２ｍ
ヒストン（タンパク質）と結びついて凝縮し、
染色体を形成アデニン(A)-チミン(T)、

グアシン(G)-シトシン(C)

染色体

核

DNA

塩基対

x50000



DNAの
２重らせん構造

らせんがほどけながら、
まったく同じ2本の
らせんを複製する



遺伝情報が書き込まれたDNA

２重らせんになっているDNA分子の
幅は２ナノメートル、
長さは合計で約１．８メートル

では、太さ0.2mmの細い糸とすれば、
長さはどれほどになるでしょう？



被曝直後は大きな変化がなかった手

NHK取材班、「被曝治療８３日間の記録」、岩波書店（２００２）



1月後には皮膚がぼろぼろになった

NHK取材班、「被曝治療８３日間の記録」、岩波書店（２００２）
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死ぬ人が出始める被曝量（２グレイ）

半致死線量（４グレイ）

ほぼ１００％が死ぬ被曝量（８グレイ）

体温を2/1000度上昇させるエネルギー量

体温を1/1000度上昇させるエネルギー量

大内さん（１８グレイ当量）

体温は1000分の数度上がっただけ

篠原さん（１０グレイ当量）



生きものと放射線は相いれない（放
射線のエネルギーの巨大さ）

分子結合のエネルギー 数ｅＶ

Ｘ線のエネルギー ～１００ｋｅＶ

セシウム１３７のガンマ線 ６６１ｋｅＶ

プルトニウム２３９のアルファ線 ５．１ＭｅＶ



BEIR-Ⅶ報告(2005年)
利用できる生物学的、生物物理学
的なデータを総合的に検討した結
果、委員会は以下の結論に達した。

被曝のリスクは低線量にいたるま
で直線的に存在し続け、しきい値
はない。
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100万ｋWの原子力発電所１基が１年
運転するごとに燃やすウランの重量
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世界の地震地帯と原発の立地点
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５つの厄災

1つが人災
清盛による福原遷都とその失敗

残りの４つが天災
火の災い（安元の大火）
風の災い（治承の旋風）
水の災い（養和の飢饉）
地の災い（元暦の大地震）



地の災い
（元暦２年、1185年の大地震）
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阪神大震災



魚崎北町



地震の専門家の発言

ノースリッジ地震の後も、サンフランシスコの被害が大問
題となった1989年ロマプリエタ地震の後も、日本の建設

技術者は、『ところで日本の構造物は大丈夫なんですか』
という質問をあちこちで受けるはめとなった。『あれくらい
では日本の構造物は壊れません』というのが、我々の答
えである（中略）設計で使う力は、世界の地震国で使われ
ている力の数倍は大きい（中略）なんと言っても最大の理
由は、地震や地震災害に対する知識レベルの高さであろ
う」

片山恒雄東大教授、

現（独立行政法人）防災科学技術研究所理事長）



周期的におきてきた巨大地震と
浜岡原発の立地場所
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放出エネルギー（広島原爆の個数）
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悲劇を避ける道

ただ一つ、

原子力そのものを
廃絶すること



8100km
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1986年4月26日から数えた事故後日数

チェルノブイリ事故で日本に飛んできた放射能

（フィルターで捕捉したCs–137）

[Bq/m3]

事故後１週間で放射能が日本に飛んできた

地球を１周して戻ってきた放射能


